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て
可
い
。

イ
チ
、 北

京
語
に
於
け
る
字
昔
の
痰
し
方
に
四
磐
の
有
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
四
磐
と
は
四
種
の
磐
調
郎
ち
語
―
音

の
抑
揚
高
低
で
あ
る
。
漢
字
の
後
平
日
は
元
来
凡
て
一
字
一
平
日
節
で
あ
る
。
勿
論
日
本
の
漢
字
讀
平
日
に
於
て
「
一
日
」
を

ジ
ッ
と
讀
む
が
如
く
、
各
字
年
日
が
熟
平
日
化
し
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
轄
化
の
結
果
で
あ
り
、
イ
チ
の

チ
及
び
ジ
ツ
の
ツ
は
夫
々
先
行
＿
音
に
附
凰
す
る
接
尾
子
平
日
に
過
ぎ
ず
、
本
来
獨
立
の
資
格
を
有
す
る
手
日
素
で
な
い
か
ら
、

矢
張
一
字
一
―
音
節
で
あ
る
。
北
京
語
で
「
一
日
」
を
i1
j
i
h
4

と
後
―
音
す
る
の
も
固
よ
り
一
字
一
昔
節
で
あ
り
、
そ
の
各

字
の
平
日
節
の
内
部
に
於
て
夫
々
抑
揚
高
低
が
あ
り
、
抑
揚
高
低
に
四
種
の
類
別
有
る
こ
と
が
四
弊
な
の
で
あ
る
。
但
し

同
じ
く
四
磐
と
い
つ
て
も
、
今
日
の
北
京
語
の
四
朦
と
漢
詩
を
作
る
場
合
の
平
仄
の
四
馨
と
が
同
じ
も
の
で
な
い
こ
と

も
人
の
周
く
知
る
所
で
あ
る
。
彼
の
唐
宋
の
詩
に
用
ひ
ら
れ
た
の
は
梁
の
沈
約
の
四
院
韻
譜
に
本
づ
い
た
も
の
と
謂
つ

懐

入

磐

に

就

徳！

Vヽ

て

張

源 1
0
 

詳



入
売
に
就
い
て

あ
る
如
く
で
あ
る
。

雨
者
を
比
較
す
る
に
、
所
謂
平
仄
の
四
磐
に
は
入
磐
が
有
る
が
、

平
或
は
上
平
と
陽
平
或
は
下
平
の
一
一
種
あ
る
が
、
平
仄
の
四
繋
の
方
で
は
共
れ
が
分
れ
て
ゐ
な
い
黙
が
違
ふ
。
四
弊
の

各
々
の
痰
平
日
の
仕
方
に
就
い
て
の
説
明
は
今
そ
の
場
合
で
な
い
。
此
の
小
篇
の
特
に
閥
説
し
よ
う
と
す
る
の
は
入
弊
の

こ
と
で
あ
る
。

ら・

磐
韻
史
の
教
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、

平
磐
と
並
び
存
し
た
。
そ
の
後
周
代
に
は
上
降
が
加
は
り
、
三
國
末
頃
に
は
去
磐
も
現
れ
、
斯
く
て
漢
魏
の
際
に
は
四

整
全
く
備
は
り
、
齊
梁
の
間
に
至
っ
て
巌
と
な
っ
た
。
降
つ
て
元
代
に
な
る
と
胡
族
が
長
騎
佼
入
し
た
為
、
言
語
上
に

於
て
も
そ
の
影
籾
著
し
く
、
中
原
の
昔
韻
は
為
に
大
痩
化
を
来
し
、
入
磐
を
失
ふ
と
同
時
に
平
磐
中
に
陰
陽
の
別
を
生

ず
る
に
至
っ
た
こ
と
は
王
批
貞
の
藝
苑
唇
言
に
「
大
江
以
北
、
漸
染
胡
語
、
時
時
採
入
、
而
沈
約
四
朦
遂
闊
共
一
」
と

で
は
江
北
に
於
て
失
は
れ
た
入
槃
の
行
方
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
ふ
に
、
共
れ
は
下
平
・
上
・
去
の
三
磐
の
中
へ
混

（
平
仄
の
四
磐
）

（
北
京
語
の
四
繋
）

北
京
語
に
は
そ
れ
が
無
い
。
北
京
語
で
は
平
磐
が
陰

入
磐
の
歴
史
は
最
も
古
く
、
末
だ
四
磐
の
備
ら
ざ
り
し
上
代
の
古
―
音
の
中
に
夙
に

平上

平下 ＞平
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入
し
て
、
概
ね
栂
年
日
で
終
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
今
日
北
京
語
系
統
に
風
す
る
人
々
に
取
っ

前
述
の
如
き
多
少
の
轄
化
を
紐
て
は
ゐ
る
が
、

て
は
入
磐
の
理
解
が
困
難
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
南
方
の
言
語
に
な
れ
ば
な
る
程
明
か
に
入
磐
が
存
在
し
て
ゐ
る
し
、
叉

日
本
に
於
け
る
漢
字
の
讀
―
H

日
に
も
そ
れ
が
判
然
と
表
れ
て
ゐ
る
。
そ
し

て
共
れ
は
南
方
諸
語
及
び
日
本
の
讀
―
音
が
古
き
時
代
の
字
昔
を
そ
の
ま
A

に
博
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
支
那
に
あ
り

て
も
、
古
来
の
入
弊
を
亡
失
し
た
北
京
語
は
其
の
支
那
語
で
な
い
と
さ
へ
論
ず
る
者
が
あ
り
、
冥
に
支
那
全
證
を
包
含

し
た
近
時
の
所
謂
闘
語
運
動
に
於
て
は
、
北
方
の
四
磐
の
上
は
西
南
の
入
磐
を
加
へ
て
新
に
五
磐
の
統
一
的
國
―
＝
日
を
創

制
し
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。

入
院
に
就
い
て
は
磨
の
元
和
韻
譜
に
「
直
而
促
」
と
あ
り
、
明
の
秤
具
空
の
玉
鍮
匙
歌
訣
及
び
康
煕
字
典
に
は
「
短

促
急
牧
載
」
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
就
れ
に
し
て
も
急
促
に
し
て
餘
―
音
な
き
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
存
亡
は
已
述

の
如
く
、
大
開
揚
子
江
二
硼
を
境
界
と
し
て
所
謂
「
北
無
入
、
南
無
平
」
の
形
勢
を
呈
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
南
す
る
程

そ
の
存
在
が
明
確
で
あ
り
、

は
九
墜
で
あ
り
、
平
上
去
が
各
々
上
下
に
分
た
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

に
分
化
し
、

又
交
界
地
方
で
は
、
亡
び
ん
と
し
て
僅
に
存
す
る
の
朕
が
あ
る
。
嚇
語
（
廣
東
語
）
の
磐
調

入
聾
の
内
部
が
更
に
上
入
・
中
入
・
下
入
の
三
種

且
つ
昔
尾
の
接
尾
子
平
日
も
K
.
p
.
t
の
三
種
あ
る
程
婁
化
に
富
ん
で
ゐ
る
。

日
本
讀
音
に
於
て
キ
で
終

る
も
の
（
石
・
斥
・
赤
・
盆
・
易
・
壁
等
）
及
び
ク
で
終
る
も
の
（
學
．
嶽
・
格
・
革
・
屋
・
葉
等
）
は

K
に
牧
ま
り
、

フ
で
終
る
も
の
(
+
・
入
・
蝶
・
葉
・
業
・
甲
．
猟
・
急
等
）
は
P
に
牧
ま
り
。
ツ
で
終
る
も
の
（
出
・
雪
•
月
・
越
・

懐

徳



入
聟
に
就
い
て

七 執

ch'it chip 

百

pek 

支

十

chit tsap 

七

ch'at 

出

ch'ut 

十

shap 

學

hok 

石

shek 

＿ 
ノ‘ヽ

lak 

下
み

一
色
で
細
別
が
無
い
。

且
つ
此
の
系
統
に
於
け
る
入
降
は
平
日
尾
の

で
あ
る
黙
に
於
て
籾
簡
で
あ
る
。

物
・
髪
・
舌
・
脱
・
末
等
）
及
び
チ
で
終
る
も
の
（
一

・
七
・
八
・
埒
等
）
は

t
で
牧
ま
る
。

ぃ

づ
れ
も
入
破
と
謂
つ
て
語
尾
を
呑
み
込
む
や
う
な
心
持
ち
で
痰
―
音
す
る
の
で
あ
る
。
尚
入
豚
が
上
・

中
・
下
に
分
た
れ
る
励
に
就
い
て
云
へ
ば
、
上
入
或
は
陰
入
は
入
朦
中
で
調
子
の
最
も
高
い
も
の

チ
ウ
ク

で
お
り
、
且
つ
長
さ
の
短
い
も
の
で
あ
る
（
例
へ
ば
竹
ー
c
h
u
k
)
。
中
入
は
上
入
に
比
し
、
平
日
の

チ
ウ
ク

高
さ
は
稽
低
目
で
長
さ
は
租
長
い
（
例
へ
ば
捉
ー
c
h
u
k
)
。
下
入
或
は
陽
入
は
謬
語
の
下
平
と
共

チ
ウ
ク

に
九
磐
中
調
子
の
最
も
低
い
も
の
で
且
つ
短
促
の
も
の
で
あ
る
（
例
へ
ば
濁
ー
c
h
U
k
)
。

次
に
輻
建
語
に
就
い
て
見
る
に
、
間
語
の
磐
調
は
本
来
、
平
上
去
入
が
各
々
上
下
に
分
た
れ
合

計
八
磐
で
あ
る
が
、
普
通
上
上
と
下
上
の
別
が
判
然
し
な
い
か
ら
結
局
七
磐
に
統
合
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

入
槃
に
就
い
て
は
、
そ
の
音
尾
に

K
.
p
.
t
の
三
稲
の
別
あ
る
こ
と
は
蓼
語
に
同
じ
く
、
上
入
及
び
下
入
の
一
一
種

更
に
呉
語
（
上
海
語
共
他
の
蘇
浙
語
）
に
至
っ
て
は
、
上
平
・
下

平
・
上
磐
．
去
磐
及
び
入
磐
の
五
聾
で
あ
り
、
入
墜
に
就
い
て
は

K
.
p
.
t
の
蓋
別
消
失
し
、
上
下
の
相
逹
も
無
く
、
我
々
が
驚
い
た
場
合
に
ア
ッ
と
息
を
詰
め
る
や
う
な
短
促
な
昔



斯
く
南
す
れ
ば
す
る
程
入
繋
が
鮮
明
な
姿
を
現
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
平
槃
と
共
に
最
も
古
き
歴
史
を
有
す
る
入
磐
が

古
く
博
は
っ
た
ま
A

の
昔
な
が
ら
の
形
を
保
存
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
遠
父
は
五
胡
、
近
く
は
蒙
古
族
の
侵

入
を
受
け
、
民
族
的
に
菱
逗
の
甚
し
か
っ
た
中
原
で
は
胡
語
に
染
ん
で
養
調
の
上
に
大
菱
化
を
来
し
た
と
い
ふ
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。

比
較
的
近
い
時
代
（
消
初
頃
）
に
至
っ
て
漸
く
開
け
た
雲
南
・
貴
州
・
新
謳
等
に
入
朦
の
行
は
れ

な
い
の
も
、
既
に
菱
化
し
た
後
の
繭
都
の
言
語
が
所
謂
官
話
と
し
て
、
政
活
上
の
樅
力
の
該
地
域
へ
の
進
展
に
伴
つ
て

移
植
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

＿ 上

ノ‘

uk
（
下
さ

ー

こ
の
や
う
に
入
養
の
分
布
朕
態
を
知
る
こ
と
は
、
支
那
の
、
言
語
を
中
心

lak
（
下
さ

？
は
磐
門

塞
平
日
を
示
す

位
（
入
）

ー

liu

（戸腐）

輻

fuk 

（
下
入
）

hok 
ヘ

支
‘ 

fo? 
ヘ
入
‘‘― 

f
u
(
[
入

m)

廣
東
語

揺
建
語

（
之
を
聾
門
塞
昔

glottal
s
t
o
p
と
呼
ぶ
）
に
痩
つ
て
ゐ
る
。
此
れ
は
前
に
も
一
言
せ
る
如
く
、

地
帯
に
於
て
保
存
と
消
失
の
中
間
を
訪
種
す
る
朕
態
に
あ
る
も
の
と
い
つ
て
可
い
で
あ
ら
う
。
左
に
一
―
一
の
例
を
示
し

て
既
述
の
諸
語
系
に
於
け
る
入
磐
の
朕
況
を
相
互
に
比
較
し
て
見
よ
う
。

上
悔
語

懐

徳！

北
京
語

入
磐
が
南
北
の
交
界

一四



詞
詞

藻

金
副
子
念
珠
覆
山
荘
櫻
痕
詞
長
所
贈
大
小
二
串
ー
百
八
球
一
十
八
球
天
生
僑
而
奉
希
数
正
派
佛
亦
所
敬
尊
基
教
亦

有
念
珠
承
脱
以
来
朝
祈
用
之

金
剛
有
子
槃
槃
象
園
天
工
不
遺
鎚
刻
成
文
十
十
維
八
繋
以
絲
繕
左
轄
右
旋
振
學
珊
珊
載
懸
載
摩
愛
駐
迷
魂
手
順
心
移
莫

不
洞
純
堅
剛
一
鯛
煩
悩
是
断
不
砧
不
壊
霊
氣
是
薫

無
相
為
宗
無
住
為
陸
證
堅
有
章
以
為
金
剛
撼
拇
蕨
賓
諸
而
浅
黄
無
大
無
小
燦
垂
賓
環
朱
組
貫
穿
聯
延
紆
榮
一
念
三
千
懸

在
雙
掌
摩
珠
嗚
球
迎
送
異
馨
先
批
罪
業
消
滅
無
象

金

剛

子

念

珠

銘

井

序

↓
 
沿

と
す
る
文
化
史
的
痩
遷
の
蹟
や
、

中＼

井

一五

天

生

黄

裳

日
華
の
古
代
に
於
け
る
文
化
交
通
を
知
る
一
の
労
證
と
も
な
る
と
い
ふ
學
術
的
興
味

と
共
に
、
今
日
上
海
・
揺
建
・
廣
東
・
香
港
・
海
南
島
の
地
方
の
人
々
や
又
こ
れ
ら
華
南
出
身
者
の
最
も
多
い
南
洋
そ

の
他
の
華
僑
と
の
言
語
的
交
通
、
従
つ
て
相
互
の
理
解
の
上
に
賓
際
上
大
い
に
役
立
つ
こ
と
な
の
で
あ
る
。




